
令和３年度東京都予算案



厳しい財政環境の中にあっても、

都民の命を守ることを最優先としながら、

東京の経済を支え、その先の未来を見据えて、

都政に課せられた使命を確実に果たしていく予算

一般会計の総額 7兆 4,250億円
前年度比

＋710億円



7,502 億円

5 兆 450 億円

1,859 億円

5,876 億円

7.9 ％

歳 入 の 概 要

税 収

都債発行額

財政調整基金
の残高見込

起債依存度

３シティ実現に向けた

基金の活用 安全・安心の確保等に活用

持続可能な財政運営にも配慮

グリーンボンド・ソーシャルボンドの発行

国・地方と比べて健全な水準を維持

前年度比 ▲約 4,000億円



持続可能な財政運営に向けた取組

・事業評価の取組を徹底し、財源を確保

1,360 件 約 1,110 億円

・事業評価で確保した財源を活用し、新たな施策を積極的に展開

430 件 約 800 億円

厳しい財政環境でも、事業の見直しで新規事業の財源を確保

事業評価

新規事業

過去最高の
財源確保額

過去最高の
新規事業数

ハリ！

メリ！



未 来 を 切 り 拓 く 戦 略 的 な 取 組

社会経済の早期回復に向けた取組

コロナ禍で浮き彫りになった課題への対応

283 

408 

結婚・出産
・子育て支援

2,911 

4,053 

中小企業・
地域産業の支援

343

403

ゼロエミッション
東京の実現

左：令和２年度
右：令和３年度

に
予算を
重点配分

194 

360 

雇用対策・就業支援
働き方改革

億円 億円 億円億円



東京版ニューディール ～ＴＶＡ作戦～

雇用創出

２万人

緊急雇用対策
居住相談・就労支援等、トライアル就業、
再就職支援、職業訓練

雇用対策の強化
オンライン職業訓練、就労支援

「新しい日常」に対応した

雇用・就業環境の構築

１

２

３

コロナ禍で困難に直面する方々に寄り添いながら、大胆なプロジェクトを展開

（Tokyo Value-up Action）



１「人」が輝く、誰もがいきいきと活躍できる都市 ①

子供の笑顔や子供を産み育てたい人で溢れる社会の実現等 5,762 億円

コロナ禍でも子供を安心して産み育て、学べるよう支援を充実

子供の笑顔や子供を産み育てたい人で溢れる社会の実現 2,929 億円

新しい時代を切り拓く人材の育成 2,833 億円

• 東京都出産応援事業～コロナに負けない！～

• 妊産婦に対するオンライン相談

• 児童相談所の体制強化

• TOKYOスマート・スクール・プロジェクト

• DXに対応した英語教育の推進

• 特別支援教育・発達障害教育の推進

など

など

新規

新規

新規

拡充

拡充

拡充



高齢者が元気に活躍できる東京の実現に向け、取組を充実

１「人」が輝く、誰もがいきいきと活躍できる都市 ➁

世界に誇る長寿社会の実現 756 億円

高齢者の社会参加の促進 326 億円

高齢者の暮らしへの支援 など 430 億円

• 新しい日常における介護予防・フレイル予防活動支援事業
～コロナに負けない！～

• 短期集中予防サービス強化支援事業

• デジタルデバイドの是正に向けた
高齢者向けスマートフォン利用普及啓発事業

• 介護現場改革促進事業

など

など

新規

新規

新規

拡充



誰もが希望に応じた生き方を選択し、活躍できる成熟都市を実現

１「人」が輝く、誰もがいきいきと活躍できる都市 ③

誰もが自分らしい生き方を選択し、活躍できる社会の実現 515 億円

女性の活躍推進・多様なニーズに応じた雇用対策・就業支援 361 億円

様々な悩みに対するサポート体制の強化 109 億円

• 働くパパママ育休取得応援事業

• 住居喪失不安定就労者・離職者等サポート事業

• 業界連携再就職支援事業

• こころと命を守るための支援・相談体制の強化

など

など

社会構造の変化に適応した働き方改革 44 億円

• 働き方改革促進事業 ・「テレワーク東京ルール」普及啓発ムーブメント など

拡充

拡充

新規

新規

拡充



２世界一安全・安心、便利で快適な都市 ①

暮らしの安全・安心の確保

最先端技術による感染症対策の強化など、暮らしの安全を守る取組を推進

558 億円

感染症対策の実施 72 億円

医療体制の充実 など 486 億円

• 東京 iＣＤＣ専門家ボードにおける調査・研究など

• 避難所における感染症対策物資購入支援

• 都立・民間一時滞在施設に対する感染症対策物資配備

• 救急隊の増強

• 患者支援センターにおけるオンライン相談環境の整備

など

など

新規

新規

新規

新規

新規



２世界一安全・安心、便利で快適な都市 ➁

災害の脅威から都民を守る都市づくり

水害・地震対策を更に強化し、災害の脅威から都民の命を守る取組を強化

3,500 億円

豪雨災害対策等 1,699 億円

震災に強いまちづくり など 1,800 億円

• 中小河川の整備

• 新たな調節池の整備

• 東部低地帯や東京港における耐震・耐水対策

• 無電柱化の推進

• 帰宅困難者対策オペレーションシステムの構築

など

など新規

拡充

拡充

拡充

拡充

（帰宅困難者対策 システムのイメージ）



２世界一安全・安心、便利で快適な都市 ③

高度な都市機能を備え、便利で快適な東京の実現

道路・鉄道ネットワークの機能強化を進めるなど、便利で快適な都市環境を実現

3,193 億円

身近で快適な道路ネットワークの形成 2,404 億円

公共交通の更なる充実 など 788 億円

• 東京ストリートヒューマン１st事業

• 自転車通行空間の整備

• 鉄道の連続立体交差化の推進

• 鉄道ネットワークの整備促進

• ホームドア等整備促進事業

など

など

新規

拡充

拡充

拡充

拡充

東京ストリートヒューマン１st事業
まちの景観と調和した歩道のイメージ



東京の成長と、中小企業の「稼ぐ力」を強化する取組を推進

３ 日本の発展を牽引し、
将来にわたって世界をリードする東京 4,178 億円

世界経済を牽引する都市の実現 125 億円

中小企業・地域産業の支援 4,053 億円

• Tokyo Green Finance Market（仮称）の創設に向けた検討

• サステナブルエネルギーファンド（仮称）の創設

• 金融系外国企業重点分野支援補助金

• 中小企業制度融資等

• 生産性向上のためのデジタル技術活用推進事業

• 公立学校⽊の教育環境整備補助事業

など

など

新規

新規

新規

拡充

拡充

新規

学校における国産木材活用例（下駄箱）



ZEVの導入促進や水と緑の涵養により、ゆとりと潤いのある東京を実現

４ 美しく、魅力溢れる都市 1,000 億円

ゼロエミッション東京の実現 403 億円

水と緑溢れる都市環境の形成 597 億円

• ゼロエミッション・ビークル（ＺＥＶ）の普及促進

• ＥＶバイクバッテリーシェア推進事業

• 中小規模事業所向け省エネ型換気・空調設備導入支援事業

• 緑あふれる公園緑地等整備事業補助制度

• 練馬城址公園の整備

• 人々が憩う外濠の水辺再生事業

など

など

新規

新規

新規

拡充

拡充

新規



５「スマート東京」の実現 224 億円

公共施設や都民サービスのデジタルシフトなど 145 億円

東京版Society 5.0「スマート東京」の実現に向けた取組をスピーディーに展開

行政のデジタルシフト 79 億円

• デジタルツイン実現プロジェクト

• ＴＯＫＹＯスマート・カルチャー・プロジェクト

• デジタルポータルサイトの構築

• 区市町村における行政手続デジタル化モデル事業

• 運転免許手数料のキャッシュレス化

など

など

新規

新規

新規

新規

新規
参考図版：東京芸術劇場

「VRサウンド・ステージTokyo」
（2020）



６東京2020大会の開催とレガシーの創出 4,028 億円

レガシーの創出 など 164 億円

安全・安心な大会開催に向けた準備と、レガシーの創出に向けた取組を推進

大会開催に向けた着実な準備・運営等 3,864 億円

• 共同実施事業等

• 新型コロナウイルス感染症対策

• 大会施設・コース等の有効活用に向けた検討

• アーバン・フィットネス推進事業

• パラスポーツ練習拠点の検討

［ 公開空地等のイメージ ］

など

新規

新規

新規

新規



７多摩・島しょの振興

市町村総合交付金

2,629 億円

拡充

多摩地域の振興

島しょ地域の振興

• 滞在型旅行（ロングステイ）推進事業

• 島しょ地域における景観形成に関する調査

• 国境離島（沖ノ⿃島・南⿃島）の維持・保全に向けた取組の強化

• 南大沢地区における再エネ由来水素を活用したＶＰＰモデル事業

• 多摩都市モノレールの整備

• 多摩産業交流センター施設整備

• 多摩地域における体験型英語学習施設の整備 など

など

新規

新規

新規

新規

拡充

拡充

拡充

（写真：多摩都市モノレールＨＰより）



検査・入院体制、
医療従事者の支援 など

新型コロナウイルス感染症対策について

・医療提供体制の強化などについては、

直近の感染状況を踏まえ

２月中旬を目途に追加補正予算を編成

・今後も必要に応じて、迅速に対策を講じていく
令和２年度

追加補正

令和３年度



都財政の見える化への取組
デジタル技術を活用した

ＴＯＫＹＯ予算見える化ボードを公開

※この他、決算の状況などのダッシュボードも財務局ホームページで公開

シンプルに

わかりやすく公表

だれでも簡単に

データを利活用できる




